
三沢市高齢者用車椅子貸与事業実施要綱 

 

（平成１０年４月１日施行） 

（令和４年３月１日一部改正） 

 

（目的） 

第１条 この事業は、歩行が困難である高齢者等に対し、車椅子を貸与することによ

り通院や社会参加を容易にする等日常生活の円滑化を図り、その福祉の増進に資す

ることを目的とする。 

 

（実施主体） 

第２条 車椅子の貸与業務は、三沢市介護福祉課が行うものとする。 

 

（貸与の対象者） 

第３条 貸与の対象は、車椅子なしでは歩行することが困難である６５歳以上の市民

とし、次の各号に掲げる要件に該当する者とする。 

  ⑴ 心身状況の事由により車椅子を一時的に必要とするもの 

  ⑵ 自己所有の車椅子が修理等で一時的に使用できないもの 

  ⑶ その他市長が必要と認めたもの 

 ２ 前項に該当する者であっても、介護保険により車椅子の貸与を利用している場

合、貸与の対象外とする。 

 

（貸与期間） 

第４条 車椅子の貸与期間は、１ヶ月を限度とする。ただし、市長が特に必要と認め

たときには、この限りではない。 

 

（利用料） 

第５条 車椅子の貸与にかかる利用料は、無料とする。ただし、車椅子の貸与及び返

還のための輸送に要する経費は、車椅子の貸与を受ける者（借受者）が負担するも

のとする。 

 

（貸与の手続） 

第６条 借受者は、車椅子借用申請書（様式第１号）に必要事項を記入の上、市長に



提出しなければならない。 

２ 前項の申請書の提出があった場合は、速やかにその必要性を検討の上、貸与決

定するものとする。 

 

（貸与の取消） 

第７条 市長は、借受者等が、次の各号に掲げる事項のいずれかに該当する場合は、

その貸与を取り消すことができる。 

 ⑴ 資格要件がなくなったとき。 

 ⑵ 申請内容に虚偽の内容が認められたとき。 

 ⑶ 使用目的外であることが認められたとき。 

 ⑷ その他、市長が貸与することが適当でないと認めたとき。 

 

（原状回復の請求） 

第７条 市長は、次の各号に掲げる事項に該当する場合には、車椅子の原状回復を求

めることができる。 

⑴ 借受者が、車椅子を故意または重大な過失により紛失もしくは破損、汚損させ

たとき。 

⑵ 借受者が車椅子を小破（パンク等）させたとき。 

 

（車椅子の管理） 

第８条 市長は、貸与する車椅子の修理、準備には万全を期するものとする。 

２ 市長は、車椅子の貸与の状況を明確にするため、車椅子貸与台帳を整備するも

のとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成１０年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、令和４年３月１日から施行する。 


